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１．久慈産琥珀を代表とする世界の琥珀の特徴

琥珀は、太古の植物の樹脂の化石であるため世界中で見出される
が、装飾品などとして商業化されている主な産地はバルト海産、ド
ミニカ産、久慈産である。それぞれの琥珀は、起源樹、年代、環境
等が異なっている。
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2．久慈産琥珀を代表とする世界の琥珀に含まれ
  る生物活性物質

岩手大学の木村教授は、琥珀の中の生物活性物質に2006年から世界で
初めて着目して研究し、久慈産琥珀からはkujigamberolをはじめ、今ま
でに20種以上の新規化合物を明らかにしてきた。また、他国産琥珀の既
知の生物活性物質も同定した。

MEKA: 久慈産琥珀のメタ
ノール抽出物

3



3．久慈産琥珀抽出物を用いた化粧品開発の流れ

岩手県久慈市周辺の地中に大量に眠る、約9000万年前のナンヨウスギの
樹脂の化石である久慈産琥珀のメタノール抽出物（MEKA)から、新規の
kujigamberolを現代によみがえらせ、特許を取得して化粧品として2015年
に実用化した。
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共同研究者の木村教授は、東北大学大学院農学研究科/放射光生命農学セ
ンターと共同で、既に琥珀のX線分析にも挑戦し、琥珀の中には10ミクロ
ン程度の大きさの粒子状の構造物があることを確認した。この粒子の成分
を分析することは、琥珀の生物活性物質の探索に直結するのみならず、琥
珀の形成過程についても重要な手掛かりが得られる可能性があるため、粒
子の正体を是非解明したい。

４．これまでの取り組み状況
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５．本トライアルユースについて

(1)研究目的
琥珀の放射光を利用した分析例として、含まれている生物活性物質

（有機物）との関係における解析では世界で初めてである。琥珀全体
の放射光分析で琥珀の同定ができたり、含まれている生物活性物質の
予想ができれば、基礎研究にも応用研究にも重要となる。
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NanoTerasu BL08U：
琥珀の炭素と酸素の化学状態に着目した分析

（例）酸素のスペクトル測定

高輝度の軟X線を利用できるBL08Uを利用

XAFS（X-ray Absorption Fine 
Structure）を測定することで、元素の
化学状態を分析することが可能。

各元素の分析に用いる元素のエネル
ギーは決まっていて、左図の例の鉄
（Fe）の分析には7.1keV付近のエネル
ギーを持つX線が必要になる。

炭素（C）や酸素（O）などの軽元素を分
析するためには、低いエネルギーの軟X
線が必要になる。

(2)BLの選定理由
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（3）測定用琥珀の加工

木村教授が選別した5種の琥珀塊（久慈産、バルト海産、ドミニ
カ産、ミャンマー産、スペイン産）を弊社が受け取り、これまでに
検討した結果から、放射光測定用の5 mm （縦）x 5 mm（横） x 1 
mm（厚さ）の形状に加工し、その後表面を均一に研磨した。
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（4）測定試料の準備

加工した琥珀を、ナノテラス（NanoTerasu）のビームライン
BL08Uにある金属製のプレートに両面テープで固定した。成分を分
析するのに、乾燥、抽出、精製などの操作は不要なため、他の測定
法に比べ驚くほど簡単に試料のセットが完了した。
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（5）測定試料のセットと所要時間

琥珀のセットアップに関し、以下にまとめた。
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（6）測定の内容

測定試料の琥珀には、少しずつエネルギーを変化させてX線を照射した。
その時に生じた蛍光X線の強度を、蛍光X線のエネルギーごとに検出した。

11



（7）測定の結果（炭素の分析）

久慈産琥珀を用いて炭素を分析した結果、蛍光の変化は小さかっ
た（左）。同じ条件で、久慈産琥珀と起源樹が一部共通で、約900万
年古いミャンマー産琥珀の場合と比較したところ、大きな違いは認
められなかった（右）。

(eV)(eV)
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（8）測定の結果（酸素の分析）

久慈産琥珀のサンプルに、520～560eVのX線を照射した場合の久
慈産琥珀スペクトル（左）と、久慈産琥珀とミャンマー産琥珀にス
ペクトルを重ねて記載した（右）。その結果、両スペクトルは重な
らず、両者で酸素の状態が異なる結果が得られた（右）。
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５．測定のまとめと今後

①試料の用意が簡単で、非破壊の測定であるためその後の再利用や他の測定も可能で

あった。

②本事業の測定で、ナノテラスのBL08Uの軟X線XAFSのビームラインを利用すること

で、琥珀の分析が可能であることがわかった。

③今回の結果は、久慈産琥珀とミャンマー産琥珀と炭素（C)の差は明確ではない。一

方で、酸素（O）の化学状態は異なっており、それは、それぞれの琥珀に含まれてい

る生物活性物質に存在する水酸基やカルボキシ基やラクトンなど構造の違いに由来す

るかもしれない。既存の手法とは異なるアプローチで、琥珀の科学（溶解性、溶媒

抽出性、機能性の予測など）の新展開が期待できる。

④他の手法で調べた各琥珀の情報との対比を試みていきたい。

⑤5琥珀の成分として同定している標準試料との比較についても試みたい。
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